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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

     論文題目：   中世延暦寺の本末関係に関する基礎的研究

 学位申請者 長谷川裕峰 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川合康 

  副査 大阪大学教授 村田路人 

  副査 大阪大学准教授 市大樹 

                             副査  京都学園大学教授 平雅行 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、延暦寺とその末寺との関係を具体的に分析することによって、中世の本末関係の実態を多面的に明

らかにしようとしたものである。序論・結章のほか７章から成る。枚数は 500 枚（400字詰め換算）である。 

 序章では、研究史を振り返りながら、延暦寺の本末関係を検討する意義を確認している。そして史料的制約を

突破するために、末寺史料の援用や宗教的交流から考察を進めたい、と述べている。 

 第一章では、葛川明王院と青蓮院門跡との紐帯役となった行者中を検討した。葛川は延暦寺の僧侶が修行する

聖域であり、行者はこの葛川に参籠して修行していた。行者は葛川の聖域性を守る存在であったが、葛川の地域

的発展にともない、次第に世俗的問題にも関与するようになり、鎌倉時代末には行者中が恒常的組織に変質して

葛川支配を実行したことを明らかにした。 

 第二章では、葛川明王院に伝存する史料「青蓮院門跡領仏事用途廻文」をとりあげ、これが葛川明王院領のも

のではなく、青蓮院門跡領の史料であることを確定した。それを踏まえて第三章では、青蓮院門跡による所領経

営の在り方を考察し、門跡の仏事用途が各所領に割り当てられていた実態を確認した。 

 第四章では、出雲国鰐淵寺が青蓮院門跡との関係について検討した。そして、本末関係が形成された歴史的背

景やその実態を解明するとともに、鰐淵寺の法要と延暦寺のそれとの類似性を指摘して、末寺である鰐淵寺が延

暦寺の修法体系に包摂された、と述べている。第五章では鰐淵寺の「正平式目」（1355 年）をとりあげ、南北朝内

乱や観応の擾乱による内部分裂を鰐淵寺が克服していった道程を検討した。 

 第六章では魚山声明をとりあげた。魚山声明は浄心流と湛智流に分かれ、後者は現在にいたるまで相承されて

いるが、断絶した前者については研究がなかった。申請者は、『門葉記』をもとにして浄心流の僧侶が鎌倉・南北

朝時代に盛んに活動していた実態を明らかにし、応仁の乱後に岡崎衆などの院家が没落したことが、浄心流の断

絶につながったと推測した。第七章では、日吉大社で修された法華八講である山王礼拝講の成立過程を追った。

現在まで続く延暦寺の重要な行事であるが、これまで先行研究がなかった。そこで申請者は、梶井門跡承円と青

蓮院慈円とが競い合うかのように各々の門徒を率いて礼拝講を整備していったことを明らかにした。 



 結章では、本寺と末寺との間での人的交流や、末寺への法儀伝播を具体化することによって、本末関係が双方

向性をもっていたことを確認するとともに、本論文を総括的にまとめている。 

【論文審査の結果の要旨】 

  延暦寺は日本中世の仏教界の中核に位置した権門寺院であり、全国に末寺末社のネットワークを張り巡らせて

いた。延暦寺とその本末関係の実態を解明することは、中世仏教史はもとより中世史研究一般にとって重要な課

題であるが、織田信長による焼き討ちのため、史料が極端に乏しく、その把握は容易でない。申請者はこの史料

的な制約を突破するために、二つの方法をとった。第一は末寺の史料をもとに、延暦寺とその本末関係の実態を

明らかにすることであり、第二は聖教系の史料を援用することである。そしてこの方法によって、申請者は重要

な事実を解明した。 

 本論文の第一の成果は、青蓮院門跡と出雲鰐淵寺との本末関係の実態を、多面的に明らかにしたことである。

青蓮院と鰐淵寺の本末関係は建暦三年（1213）に成立したが、それが実現した背景に、後鳥羽院およびその息朝

仁入道親王と慈円との親密な関係があったことを明らかにした。また、史料的な制約のため、鎌倉中期～南北朝

期に青蓮院と鰐淵寺との本末関係が維持されていたのか不明であったが、申請者は、末寺役として鰐淵寺が納入

した出雲莚が、七仏薬師法をはじめとする青蓮院門跡の修法で盛んに用いられていたことを明らかにして、本末

関係が継続されていたことを実証した。さらに、鰐淵寺の年中行事にみえる法会は山門法要との類似点が非常に

多く、本末関係が法儀・法脈を地方寺院に伝える役割を果たしていたことを明らかにした。 

 申請者は、延暦寺の僧侶としての知識と経験をもとに、聖教系史料を歴史史料として読み解き、それを活用し

て、法儀・法脈にまで視野を広げて中世延暦寺の本末関係の実態を多面的に明らかにした。このことは高く評価

してよい。 

 第二の成果は、青蓮院門跡による葛川支配の在り方をより具体的に解明したことである。葛川はもともと延暦

寺の僧侶が修行する聖域であったが、やがてそこに住民が住みつくようになって荘園へと変容していった。史料

が豊富に残っているため研究も多く、葛川に参籠した行者が葛川支配に多大な影響を及ぼしていたことがすでに

明らかにされている。この行者の組織はこれまで臨時的なものと理解されてきたが、申請者は史料を精査するこ

とによって、次の重要な事実を明らかにした。①鎌倉時代末の文保の相論を契機に、行者の組織は行者中という

恒常的な組織に変化し葛川庄の支配者になっていった、②行者中は岡崎衆・浄土寺衆のように門流別で構成され

ていた。 

 このほか、魚山声明浄心流の実態を『門葉記』をもとに復元したことも、貴重な成果といえるだろう。 

 もちろん、残された課題も多い。これまで政治的経済的側面から論じられることが多かった本末関係を、申請

者は法儀・法流といった宗教的側面にまで広げて考察し、本末関係が双方向性をもっていたことを具体化したが、

他方では申請者も認めるように、本末関係の矛盾については検討が及んでいない。また、研究史整理の手続きに

も瑕疵があるし、論証がなお不十分な点もみえ、文章表現にも改善の余地がある。しかし申請者が若手研究者で

あることに鑑みれば、本論文の達成をもとに、今後、自らの構想をさらに深めてゆくことが期待される。本論文

はその基礎となる価値を十分に有している。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


